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　令和２年度の一般会計予算に対して二つの付帯決議が可決されま

した。どちらも「大里幼稚園建設事業」（現在の大里南幼稚園と北幼

稚園を統合して建設）に関するものであり、市民との意見交換や慎

重な予算執行を求める内容となっています。３月27日に市庁舎１階

大会議室で行われた市民説明会には大勢の市民の方が参加し、熱心

な質疑応答がありました。　
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令和２年度　予算の内訳

予算
総額

【水道事業会計】【下水道事業会計】
資本的支出

3億2,103万1千円

一般会計予算の内訳

【歳入】 【歳出】

321億2,155万2千円

地方交付税

国庫支出金

県支出金

市債

その他

市税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

その他

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

予備費

令和２年度
平成 31年度

0 10 20 30 40 50

一般会計

国民健康保険事業特別会計

56億5,932万4千円
後期高齢者医療特別会計

4億2,838万3千円

260億3,384万5千円

特別
会計

資本的収入

1億3,960万5千円

収益的収入

11億3,900万円2千円

収益的支出

10億7,829万2千円

資本的支出

6億8,122万5千円
収益的収入

11億3,179万円

収益的支出

9億8,940万円

資本的収入

4億1,188万4千円

依存財源
令和２年度

73.8％
平成31年度

73.3％

自主財源
令和２年度

26.2％
平成31年度

26.7％
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令和2年度南城市一般会計予算について 主要施策・事業

総
務
・
企
画
関
連

●こどもを育てるやさしいまちづくりを推進することを目的に「南城市こ

どものまち宣言」に向けて、策定委員会を開催し、早期実現に向け、施策

面の充実などに引き続き取り組みます。

●南城型エコミュージアム推進体制を構築し、諸課題を解決しながら持続可能な観光まちづく

りに資するよう取り組みます。

●防災拠点施設である市役所庁舎周辺に、日本語のみならず、多言語に対応した避難誘導看板

を設置し、市民や本市を訪れる多くの観光客が円滑に避難できるように防災力を強化してい

きます。

●「南城市公共施設ファシリティーマネジメント推進チーム」を中心に老朽化に伴う新設、既存

施設の大規模改修や維持管理、類似機能を持つ公共施設の統廃合・機能拡充等、民間事業者

との公民連携により持続可能で良質な市民サービスに努めます。

市
民
・
福
祉
関
連

●児童館の未整備地域となっている玉城・船越小学校地域について第2期南城市子ども・子育

て支援事業計画のニーズ調査の結果を踏まえ、児童館整備に向けて取り組んでいきます。

●安心して、妊娠・出産・子育てができるよう、新たに母子健康包括支援センターを設置すると

ともに、産後うつに対応した産婦健康診査の実施および産後ケア訪問事業を開始し、産後間も

ない時期からのサポートを強化していきます。

●特定健診の必要性を周知するとともに、Tポイントの付与、市内スポーツ施設無料利用券の配

布等を行い、さらなる受診率向上に努めていきます。

●市内のすべての子どもが安心して育つ環境の充実強化につきましては、家庭児童相談員を増

員し、教育支援員および女性相談員を含めた、体制の強化に努めていきます。

議案
第21号

教
育
・
学
校
関
連

●教育環境の充実を図り、将来の沖縄振興に資する人材を育成するため、主要教科のデジタル

教科書を市内小中学校に配布し、児童生徒の学習能力の向上を図ります。

●各年度、各校20前後の入替は実施しているものの、老朽化している物品が多く、各小中学校か

らも改善の要望がある為、購入15年以上経過している物品を中心に、順次入替を実施する事

により、教育環境の整備を図ります。

●障がいを持った生徒の入学及び防災施設での利用に備えエレベーターを設置し、バリアフ

リーに対応します。佐敷中学校・知念中学校で実施します。

●大里南幼稚園は旧耐震基準の建物で、地震の振動及び衝撃に対

し倒壊又は崩壊する危険性があります。各地区の幼稚園の統合

が実施されている事もあり、大里北幼稚園、大里南幼稚園の統

廃合を併せて改築等進めます。

●南城市の歴史・文化財・伝統芸能といった文化遺産のデジタ

ルアーカイブ化を行い、情報公開・発信を行います。
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ピ
ッ
ク
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ッ
プ

 　旧耐震基準施工の建物で経年劣化によりコン

クリート剥離などの老朽化が進んでいる校舎に

ついては、早急に新耐震基準に適合する改築が必

要であり、今回の請負契約が提案され全会一致で

可決されました。

◎契約の方法＝指名競争入札

◎契約金額＝4億7,213万1千円　　　　

◎契約の相手方＝光南建設㈱(代表者)・㈱善太

郎組（構成員）・㈲伊世開發（構成員）の3社JV

大里中学校校舎改築工事（建築1工区）請負契約について

令和2年度南城市一般会計予算について 主要施策・事業
議案
第21号

議案第1号

　旧耐震基準施工の建物で経年劣化によりコンクリート剥離などの老朽化が進んでいる校舎について

は、早急に新耐震基準に適合する改築が必要であり、今回の請負契約が提案され全会一致で可決されま

した。

◎契約の方法＝指名競争入札　　◎契約金額＝5億7,431万円　　　　

◎契約の相手方＝㈱小波津組(代表者)・㈱沖栄建設（構成員）・㈱日光建設（構成員）の3社JV

大里中学校校舎改築工事（建築2工区）請負契約について議案第2号

　働き方改革を推進するための関係法律の整備により、時間外労働の上限規制等を整備する必要があ

るため提案された条例です。

　今回の改正で時間外の上限を設けることにより、職員の働き方に対する意識改革に繋がります。

南城市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について議案第5号

　今回の改正により、首長や職員の損害賠償責任の見直しが行われます。これまでは損害賠償が発生し

た際、重大な過失がない場合でも個人負担となる可能性がありましたが、改正によって減免措置が適用

されるようになりました。

南城市監査委員条例の一部を改正する条例について議案7号

農
林
水
産
・
土
木
建
築
関
連

●農業機械を導入し、農作業の軽減及び草地面積を拡大し、飼養規模の拡大による経営の安

定を図ります。

●百名地区では住宅等の開発行為により周辺の排水系統が変わり、土地改良区内にて大雨

時に農地及び農道等で冠水被害が生じています。冠水被害をなくす事業を導入し農業生

産体制の充実を図ります。

●近年は海岸漂着物が世界的にも問題となっており、本市でもプラスチックゴムや災害漂

着物が海岸に漂着している現状が見うけられます。水産資源の保全、美しい景観の回復を

図る事業を推進します。

●堀川橋においては道路の橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期の措置を講ずべき

状態であることが確認されています。令和2年度は調査測量設計（橋梁延長L=47ｍ）を予

定しています。

大里中学校仮校舎
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　児童館が設置されていない玉城・船越小校区に、児童館建設の課題となっている用地選定に向けて南

城市立児童館用地選定委員会を設置するための条例を改正しました。

南城市付属機関に関する条例の一部を改正する条例議案第9号

　中城南部流域下水道の負担金等の増及び下水道事業の維持管理運営の健全化を図るため、南城市下水

道条例を改正する必要があり提案され、全会一致で可決されました。

南城市下水道条例の一部を改正する条例について議案第14号

　集落排水処理事業の維持管理運営の健全化を図るため、南城市集落排水処理施設条例を改正する必要

があり提案され、全会一致で可決されました。

南城市集落排水処理施設条例の一部を改正する条例について議案第15号

　地方自治法改正に伴い条文の一部を改正する必要があり、水道事業および下水道事業に関する条例を

改正しました。

南城市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例議案第16号

　今回は主に以下の3点が改正となっております。

①3歳児受け皿連携施設に、企業主導型保育施設及び運営費支援を受けている認可

外保育施設を追加する。

②連携施設に関する経過措置が、5年から10年に緩和される。

③食事の提供が、調理業務を受託している事業者も可能となる。

＊委員会にて、業者選定の際は担当課とも連携をとりながら進めていく方針である

と、説明がありました。

南城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について

議案第11号

　南城市議会会議規則には第37条３項で委員会付託等を討論を用いないで会議に諮って省略すること

ができるという規定があります。また議案等の委員会付託について「人事案件、専決処分案件は、原則とし

て本会議で即決する」という議会の申し合わせもあります。

　本議案は人事案件ですから、原則として委員会付託を省略し本会議即決ですが、そのことに対して議員

から異議が出ました。議長は本会議を休憩し議会運営委員会に諮り取り扱いを協議させますが、議会運営

委員会から協議が整わなかった旨の答申を得て、本会議を再開し委員会付託省略を議会に諮り賛成多数

で決定しました。その後、討論があり賛成多数で人権擁護委員の推薦について異議ない旨の答申をするこ

とに決定されました。

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて諮問第２号

南城市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例議案第13号
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議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　歳出の2款1項1目の一般管理費に、首里城火災復興支援金の900万円が提案されていることに対し、以

下の理由から修正動議が行われました。

１．首里城の復旧については、国が全面的に支援を行うとの考え方が示されている。

２．県議会の一般質問で、県から市町村へ、公費での寄付金依頼を依頼したことも依頼する予定もないとの

答弁があることから、南城市の公費は寄付金として必要とされていない。

３．議案質疑で市長が答弁した５つの要件について、心情的には理解できるが、補正予算を組むほどの緊急

性は感じられない。

４．支援金の財源は斎場御嶽の入場料である。

　市長は、市民の血税ではなく、市民の理解は得られるとの認識を示されたが、入場料収入は市民生活へ還

元していくことが望ましい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　質疑、討論を経て、修正案に対する採決の結果、賛成14・反対５で、首里城火災復興支援金をいったん取り

下げて、その総額900万円を補正前同様、歴史文化観光資源整備基金に全額を積み立てる修正案が可決され

ました。

令和元年度南城市一般会計補正予算（第4号）に対する修正動議

　平成19年から28年という10年間に渡る、職員が公務執行上起こした交通事故の損害賠償請求に対

する市長による専決処分28件がまとめて報告された。本来なら専決処分後、直近の議会で報告しなけ

ればならないものを、法の解釈を違えて、ずっと怠ってきたという。議会は議員発議された「専決処分の

報告に係る決議」を全会一致で可決し、市長に対し法令遵守を強く求めました。

専決処分の報告について報告第１号

令和元年度南城市一般会計補正予算（第4号）について

総

務

福

祉

委
員
会
関
連

　歳入歳出それぞれに3億601万5千円を追加する補正案が上程されたが、歳出の一般管理

費、首里城火災復興支援金としての寄付金900万円に対する修正動議が提出され、修正案が

可決されたことから修正可決となりました。

　今回の補正は交付金決定による予算の増減が主な理由であり、900万円の修正以外の補正

案は原案通り可決されました。

　＊修正動議については下記。

産

業

教

育

委
員
会
関
連

　本事業により、収益の高い農産物等の生産・販売等の

取組を総合的に支援し、意欲ある中山間地域の農業者等

の所得向上を推進する。補正額（4,818万3千円）

議案
第17号
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【令和２年３月定例会】

252億9,321万1千円

60億1,979万7千円

4億2,602万1千円

11億3,212万5千円

10億8,639万1千円

1億5,497万円

3億5,456万2千円

13億3,576万7千円

12億1,679万7千円

4億4,840万7千円

7億2,826万5千円

3億601万5千円

0

809万2千円

議案

番号
補正後予算額補正額会計名称

国民健康保険事業

特　別　会　計

下水道事業会計

水道事業会計

後 期 高 齢 者

医療特別会計

一　般　会　計 17

18

19

20

ー

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

0

0

0

0

補正なし

補正なし

補正なし

補正なし

　３月23日定例会議最終日に、運天貴也議員

より「新型コロナウイルス対策についての緊

急質問」が提出されました。同意し日程に追加

し発言を許すことについて起立により採決し

た結果、賛成少数で否決されました。

緊急質問について

補正予算の概要
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（○：賛成、×：反対、棄：棄権、欠：欠席、除：除斥、無：無効）

議員別表決状況

内容案内

定例会（3月）で決まったこと
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件　　名

令和２年第１回南城市議会

議決
結果

決　　定

決　　定

報　　告

同　　意

可　　決

可　　決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

修正可決

可　　決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

決　　定

決　　定

決　　定

議案
番号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

専決処分の報告について

教育委員会委員の任命について

大里中学校校舎改築工事（建築１工区）請負契約について

大里中学校校舎改築工事（建築２工区）請負契約について

南城市現業職員の給与の種類及び基準に関する条例を廃止する条例について

南城市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

南城市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

南城市行政組織条例の一部を改正する条例について

南城市監査委員条例の一部を改正する条例について

南城市印鑑条例の一部を改正する条例について

南城市附属機関に関する条例の一部を改正する条例について

南城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例について

南城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

南城市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について

南城市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

南城市下水道条例の一部を改正する条例について

南城市集落排水処理施設条例の一部を改正する条例について

南城市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

令和元年度南城市一般会計補正予算（第４号）について

令和元年度南城市一般会計補正予算（第４号）に対する修正動議について

令和元年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について

令和元年度南城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について

令和元年度南城市水道事業会計補正予算（第３号）について

令和２年度南城市一般会計予算について

令和２年度南城市国民健康保険事業特別会計予算について

令和２年度南城市後期高齢者医療特別会計予算について

令和２年度南城市水道事業会計予算について

令和２年度南城市下水道事業会計予算について

議案第21号　令和２年度南城市一般会計予算に対する付帯決議について

専決処分の報告に係る決議について

議案第21号　令和２年度南城市一般会計予算に対する付帯決議について

道路整備事業に必要な予算確保を求める意見書について

道路整備事業に必要な予算確保を求める要請決議について

閉会中の継続審査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会）

閉会中の継続調査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会）

議員派遣の件について

諮問第1号

諮問第2号

報告第1号

同意第1号

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

発議第1号

発議第2号

発議第3号

発委第1号

発委第2号

会期日程 令和２年３月２日（月）～23日（月）22日間
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質

⑴
本
市
の
感
染
予
防
対
策
を
伺
う
。

⑵
国
保
滞
納
（
経
済
的
困
窮
）
の
方
の
医

療
機
関
に
か
か
れ
る
措
置
を
求
め

る
。

⑶
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
雇
用
経

済
支
援
を
伺
う
。

　
①
「
学
校
一
律
休
校
」
要
請
に
伴
う
学

童
保
育
支
援
に
つ
い
て

　
②
中
小
業
者
支
援
に
つ
い
て

　
③
県
と
連
携
し
た
支
援
に
つ
い
て

⑷
感
染
防
止
対
策
に
あ
た
る
市
職
員
等

の
２
次
感
染
対
策
を
伺
う
。

（
⑴
、
⑷
、
に
つ
い
て
は
紙
面
の
都
合
上

回
答
は
省
略
）

　●
市
民
部
長
　
屋
比
久
　
正
明

⑵
国
保
の
被
保
険
者
が
帰
国
者
・
接
触

者
外
来
を
受
診
し
た
際
に
、
資
格
証

明
書
を
提
示
し
た
場
合
は
、
資
格
証

明
証
を
被
保
険
者
証
と
み
な
し
て
取

り
扱
う
こ
と
。
３
月
診
療
分
か
ら
適

用
す
る
と
あ
り
そ
の
通
知
に
沿
っ
て

南
城
市
も
対
応
し
ま
す
。

●
福
祉
部
参
事
　
宮
城
　
寛
志

⑶
①
国
よ
り
人
件
費
の
補
助
、
感
染
拡

大
防
止
の
物
品
購
入
補
助
な
ど
予

定
。
市
独
自
の
特
別
支
援
員
を
３
日

間
派
遣
。
内
閣
府
よ
り
緊
急
対
策
の

第
２
弾
と
し
て
国
庫
負
担
10

分
の
10

を
１
施
設
当
た
り
３
万
２
０
０
円

と
、
プ
ラ
ス
、
１
施
設
に
マ
ス
ク
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、
空
気
清
浄
機

等
々
１
施
設
50

万
の
上
限
補
助
さ
れ

る
。

●
企
画
部
長
　
當
眞
　
隆
夫

⑶
②
国
の
補
助
金
特
例
で
中
小
企
業
支

援
が
打
た
れ
て
お
り
ま
す
。
雇
用
調

整
助
成
金
、
労
働
者
の
雇
用
の
維
持

を
図
る
賃
金
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
が
ご
ざ
い
ま
す
。
商
工
会
が
窓
口

に
な
る
部
分
と
市
が
窓
口
に
な
る
部

分
と
わ
か
れ
て
き
ま
す
の
で
、
商
工

会
、
市
で
連
携
し
て
取
組
ん
で
お
り

ま
す
。

●
副
市
長
　
新
屋
　
勉

⑶
③
県
の
緊
急
対
策
と
も
連
携
し
市
の

と
れ
る
対
策
を
進
め
る
。
酪
農
家
の

影
響
額
を
把
握
し
た
上
で
県
と
連
携

し
て
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

⑶
③
市
民
の
生
命
、
安
全
を
県
と
も
連

携
し
市
民
を
し
っ
か
り
と
守
る
努
力

を
重
ね
ま
す
。

松田  兼弘
議員

大城 竜男
議員

　
旅
行
者
が
求
め
る
宿
泊
の
多
様
性
は

担
保
し
つ
つ
も
、
市
民
の
安
全
・
安
心

な
生
活
環
境
の
保
全
を
目
的
に
実
態
調

査
を
行
い
、
住
宅
宿
泊
事
業
法
に
関
す

る
条
例
を
検
討
す
べ
き
だ
と
思
う
が
見

解
を
伺
い
ま
す
。

●
市
民
部
長
　
屋
比
久
　
正
明
　

　
市
民
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
南
部

保
健
所
に
連
絡
を
行
い
、
実
態
確
認
の

依
頼
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
実
態

調
査
等
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
市

民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
に
支
障

を
及
ぼ
す
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

　
島
尻
消
防
管
轄
内
の
医
療
及
び
介
護

施
設
、
本
市
の
担
当
部
署
も
含
め
関
係

機
関
が
お
互
い
の
課
題
や
要
望
を
理
解

し
、
よ
り
良
い
連
携
が
構
築
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
整
え
る
よ
う
要
望
致
し
ま

す
。

●
福
祉
部
長
　
城
間
　
み
ゆ
き
　

　
島
尻
消
防
管
轄
内
の
医
療
及
び
介
護

関
係
者
等
が
一
堂
に
会
し
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い

の
課
題
や
要
望
の
把
握
に
努
め
て
お

り
、
継
続
し
て
救
急
連
携
の
あ
り
方
等

を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
６
月
か
ら
義
務
化
さ

れ
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

が
強
化
さ
れ
ま
す
。
指
針
等
に
例
示
さ

れ
て
い
る
内
容
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ（
ソ
ジ
：

性
的
指
向
と
性
自
認
の
略
）
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
お
よ
び
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
（
本
人
の

性
の
あ
り
方
を
同
意
な
く
第
三
者
に
暴

露
し
て
し
ま
う
こ
と
）
に
つ
い
て
は
体

制
の
整
備
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
係
る
事
後
の

対
応
な
ど
、
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必

要
だ
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

●
総
務
部
長
　
新
垣
　
聡
　

　
管
理
監
督
職
を
対
象
と
し
て
取
り
組

み
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
全
職

員
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
全
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
か
ら
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
法
制
化
の
進

ん
で
い
な
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
つ

い
て
は
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

県
と
連
携
し
市
民
を

し
っ
か
り
守
っ
て
い
く

答

南
部
保
健
所
と
密
に
連
携
し
て

取
り
組
む

答

チ
ー
ム
と
し
て
取
り
組
む

答

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
か
ら

実
施
す
る

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
に
つ
い
て

質

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
つ
い
て

質

救
急
現
場
に
お
け
る
医
療
と

介
護
の
連
携
に
つ
い
て

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に

労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活

の
充
実
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て

質
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危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

宮城  康博
議員

仲間  光枝
議員

①
大
里
南
北
統
合
幼
稚
園
の
用
地
は
北

小
学
校
跡
地
と
聞
い
て
る
が
、
南
地

区
の
利
用
者
の
多
さ
を
考
え
れ
ば
合

理
性
に
欠
け
る
と
思
料
す
る
が
い
か

が
か
。

②
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
移
行
に
関

す
る
方
針
案
で
は
公
立
１
園
の
み
残

す
だ
が
、
１
園
で
は
公
立
の
役
割
を

果
た
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

①
選
定
委
員
か
ら
、
地
域
の
中
心
地
で

あ
る
第
１
候
補
地
の
提
案
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
中
心
地
で
あ
る

第
１
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
用
地
確

保
が
大
変
厳
し
く
な
っ
た
た
め
断
念

し
、
今
回
、
第
２
候
補
地
と
し
て
提
案

を
受
け
た
北
小
学
校
跡
地
に
建
設
す

る
こ
と
で
、
現
在
、
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、
市

民
説
明
会
を
開
催
し
、
市
民
の
意
見

を
集
約
し
た
上
で
、
進
め
て
い
き
た

い
。

●
福
祉
部
長
　
城
間
み
ゆ
き

②
本
市
に
お
い
て
は
、
公
立
認
定
こ
ど

も
園
が
果
た
す
役
割
と
し
て
、
教
育
・

保
育
方
針
の
基
準
、
特
別
な
対
応
が

必
要
な
児
童
の
受
け
皿
、
緊
急
的
な

入
園
が
必
要
な
児
童
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
機
能
を
位
置
づ
け
て
お
り
ま

す
。
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、

本
市
の
各
関
係
課
や
、
関
係
機
関
等

と
の
横
断
的
な
支
援
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
か
ら
、
公
立
１
園
の
み
で

あ
っ
て
も
公
立
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

利
用
者
が
多
い
南
側
の
人
々
は
納

得
で
き
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
か

　 

市
長
　
瑞
慶
覧
長
敏

　
今
、
対
策
と
し
て
は
大
里
南
幼
稚
園

の
近
く
に
、
南
の
方
々
の
受
け
皿
に
な

る
よ
う
な
施
設
を
造
る
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
。
大
里
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
の
駐
車
場
は
使
え
な
い
か
と
。

公
立
１
園
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

に
関
わ
る
行
政
の
責
任
を
ど
ん
ど

ん
後
退
さ
せ
て
い
る
と
指
摘
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

　 

市
長
　
瑞
慶
覧
長
敏

　
今
後
、
市
民
説
明
会
等
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
そ
こ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
御
意

見
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
対

応
、
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

※

他
に
、「
施
政
方
針
に
つ
い
て
」
質
問

し
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
も
取
組
み
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
今
後
市
町
村
と
の

連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
時
代
の
要
請
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
視

点
で
の
政
策
立
案
や
事
業
計
画
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
本
市
の
認
識
・
現
状
を

伺
い
ま
す
。

●
企
画
部
長
　
當
眞
　
隆
夫

　
現
在
、
県
か
ら
の
働
き
か
け
は
な
い

が
、
令
和
２
年
度
に
策
定
す
る
次
期
「
地

方
版
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
要
素
を
反
映
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

●
教
育
長
　
上
原
　
廣
子

　
次
期
指
導
要
領
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
要

素
も
入
っ
て
く
る
。
子
ど
も
達
も
一
緒

に
な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

●
副
市
長
　
新
屋
　
勉

　
県
と
も
連
携
し
、
研
修
会
が
で
き
る

よ
う
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
か
ら
３

年
、
現
状
を
伺
い
ま
す
。
①
予
算
と
執
行

率
３
ケ
年
分
②
女
団
協
設
置
の
認
識
③

男
女
混
合
名
簿
導
入
状
況
④
中
学
校
に

お
け
る
制
服
選
択
制
に
関
す
る
所
見
。

（
他
１
点
）

市
民
部
長
　
屋
比
久
　
正
明

①
Ｈ
29

年
度
62

万
１
千
円
で
44
・
０
％
。

Ｈ
30

年
度
58

万
２
千
円
で
５
・
３
％
。

Ｈ
31

年
度
47

万
４
千
円
で
36
・
３
％
。

②
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

③
令
和
２
年
度
よ
り
全
校
一
斉
に
実
施

す
る
。

④
「
男
ら
し
く
」「
女
ら
し
く
」
で
は
な
く

「
自
分
ら
し
く
」
を
尊
重
す
る
柔
軟
な

対
応
に
つ
い
て
今
後
の
検
討
事
項
と

し
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
の

為
の
休
校
判
断
に
至
る
ま
で
の
意
思
決

定
・
具
体
策
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
。

（
他
２
点
）

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

　
明
確
な
情
報
も
な
い
中
、
様
々
な
事

を
勘
案
し
て
の
判
断
。
適
切
な
対
応

だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
公

開
さ
れ
て
い
る
議
事

録
ま
た
は
議
会
中
継

も
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

市
民
の
意
見
を
集
約
し
た
上
で

進
め
て
い
き
た
い

答

市
と
し
て
の
推
進
方
針
を

定
め
る
必
要
が
あ
る

答

次
年
度
か
ら
企
画
部
へ
所
管

替
え
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

答

首
相
要
請
後
速
や
か
に

調
整
・
決
定
。

答

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
。

質

質

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

推
進
に
つ
い
て

質

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

そ
の
後
に
つ
い
て

質答答 質

質
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親川  孝雄
議員

安谷屋  正
議員

　
Ｎ
バ
ス
は
昨
年
の
10
月
か
ら
運
行
開

始
し
、
市
民
か
ら
の
評
価
も
あ
る
が
不

満
の
声
も
あ
り
、
改
善
の
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
以
下
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
利
用
者
の
乗
車
率

②
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し

③
運
行
時
刻
の
変
更
調
整

④
料
金
の
見
直
し

●
企
画
部
長
　
當
眞
　
隆
夫

①
平
日
は
20
・
６
％
で
休
日
が
10
・
６
％

②
③
に
つ
い
て
は
現
在
乗
降
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
概
ね
１
年
間
の
デ
ー

タ
を
揃
え
た
上
で
必
要
な
路
線
の
見

直
し
や
時
刻
の
変
更
な
ど
を
行
う
予

定
で
あ
る

④
令
和
２
年
度
に
１
日
乗
車
券
の
予
定

で
料
金
は
検
討
中
で
す
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
地
域
懇
談
会
で
も
様
々
な
ご
質
問
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
デ
ー
タ
取
り

も
し
な
が
ら
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
な
Ｎ
バ
ス
運
行
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
海
野
漁
港
背
後
地
は
土
地
の
区
画
整

理
も
完
了
し
販
売
可
能
な
状
況
に
あ
る

と
思
う
が
進
展
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら

以
下
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
販
売
開
始
時
期

②
販
売
対
象
者

③
販
売
価
格

●
農
林
水
産
部
長
　
森
山
　
紹
司

①
４
月
よ
り
販
売
案
内

②
漁
業
従
事
者

③
１
㎡
当
た
り
１
５
，
１
３
８
円
現
在

漁
協
で
組
合
員
審
査
が
行
わ
れ
て
お

り
、
組
合
員
名
簿
が
届
き
次
第
説
明

会
を
開
催
し
販
売
案
内
す
る
予
定
、

販
売
状
況
を
見
な
が
ら
県
と
調
整
を

し
て
い
き
た
い
。

　
サ
ン
サ
ン
ロ
ー
ド
は
開
通
当
初
道
路

の
側
帯
に
福
木
が
植
っ
て
お
り
ま
し
た

が
現
状
は
ほ
と
ん
ど
が
枯
死
し
景
観
を

損
ね
て
お
り
ま
す
。

　
環
境
に
適
し
た
植
栽
が
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

●
農
林
水
産
部
長
　
森
山
　
紹
司

　
除
草
は
年
１
回
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
外
来
種

の
ギ
ン
ネ
ム
等
を
除
去
し
な
が
ら
植
え

つ
け
が
必
要
で
あ
れ
ば
選
定
し
て
い
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
末
に
38
億
８
０
０
万
円

余
り
あ
っ
た
財
政
調
整
基
金
（
家
庭
で

い
う
貯
金
）
が
、
令
和
２
年
度
末
に
は
15

億
９
，
７
０
０
万
円
余
り
（
半
額
以
下
）

ま
で
目
減
り
す
る
予
測
と
な
っ
て
い
る
。

　
３
年
の
短
期
間
で
こ
れ
ほ
ど
大
幅
な

取
り
崩
し
が
行
わ
れ
る
と
、
将
来
の
財

政
運
営
に
危
機
感
を
感
じ
ざ
る
を
得
な

い
。
以
下
に
伺
う

①
取
り
崩
し
の
要
因
を
伺
う

②
中
長
期
の
財
政
計
画
が
な
い
ま
ま
の

運
営
は
い
か
が
か
？

し
っ
か
り
と
計
画
を
立
て
る
べ
き
。
見

解
を
伺
う

③
後
世
の
市
民
負
担
と
な
ら
な
い
運
営

を
求
め
る

●
総
務
部
長
　
新
垣
　
聡

①
大
里
北
小
、
大
里
中
の
施
設
整
備
や

扶
助
費
の
増
加
、
お
よ
び
会
計
年
度

任
用
職
員
等
の
人
件
費
へ
の
充
当
が

主
な
要
因
で
あ
る
。

②
令
和
２
年
度
策
定
の
新
市
建
設
計
画

の
中
で
、
実
の
あ
る
中
長
期
計
画
を

つ
く
り
あ
げ
る
。

③
事
業
の
民
間
委
託
や
企
業
誘
致
等
に

取
り
組
み
、
後
年
度
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
取
り
組
む
。

　
公
共
駐
車
場
の
事
業
完
了
が
間
近
に

迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
以
下
に
つ
い
て

伺
う

①
事
業
目
的
と
活
用
開
始
時
期

②
庁
舎
か
ら
那
覇
空
港
ま
で
の
バ
ス
の

運
行
計
画
に
つ
い
て

③
市
民
利
用
の
場
合
の
料
金
体
制

●
企
画
部
長
　
當
眞
　
隆
夫

①
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
駐
車
場
不

足
解
消
、
お
よ
び
災
害
時
の
避
難
場

所
と
し
て
の
活
用
。
６
月
議
会
に
条

例
を
上
程
予
定
。

②
バ
ス
事
業
者
と
検
討
し
た
が
実
現
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
協
議

し
て
い
き
た
い
。

③
市
民
が
利
用
し
や
す
い
料
金
設
定
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　
落
石
現
場
は
営
農
地
で
あ
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
植
栽

が
行
わ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
安
心

安
全
の
た
め
の
対
策
を
求
め
る

●
農
林
水
産
部
長
　
森
山
　
紹
司

　
危
険
個
所
は
経
過
観
察
を
行
い
、
注

意
喚
起
の
看
板
を
設
置
す
る
。

Ｎ
バ
ス
の
運
行
状
況
に
つ
い
て

質

財
政
運
営
に
つ
い
て

質

公
共
駐
車
場
に
つ
い
て

質

親
慶
原
土
地
改
良
区
の
落
石
に

つ
い
て

質

サ
ン
サ
ン
ロ
ー
ド
の
植
栽
に
つ
い
て

質

海
野
漁
港
背
後
地
に
つ
い
て

質

調
査
結
果
を
踏
ま
え
見
直
し
や

変
更
を
行
っ
て
い
く

答

組
合
員
名
簿
が
届
き
次
第
説
明

会
を
開
催
し
販
売
案
内
す
る

答

ギ
ン
ネ
ム
を
除
去
し
検
討
し
て

い
き
た
い

答

厳
し
い
財
政
で
は
あ
る
が
、
民
間

活
用
等
含
め
て
努
力
す
る
。

答

市
民
、
観
光
客
の
利
便
性
の
高
い

駐
車
場
と
な
る
よ
う
検
討

答

経
過
観
察
を
行
う

答
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中村  直哉
議員

運天  貴也
議員

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
課
題
と
そ
の

解
決
策

②
玉
小
校
区
、
船
小
校
区
児
童
館
の
建

設
、
開
館
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
費

用
等
に
つ
い
て

③
馬
天
小
学
校
の
改
築
に
つ
い
て
遅
れ

る
理
由
と
完
成
の
年
月

●
福
祉
部
長
　
城
間
　
み
ゆ
き

①
全
体
の
定
数
は
空
き
が
あ
る
が
小
学

校
区
で
見
た
場
合
待
機
児
童
が
生
じ
、

保
護
者
の
意
向
に
沿
う
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
課
題
。
解
消
に
向

け
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
調

整
が
行
わ
れ
て
い
る

②
２
年
度
に
用
地
の
選
定
及
び
運
営
方

法
等
の
検
討
。
そ
の
後
用
地
選
定
後
の

交
渉
、
取
得
の
有
無
及
び
建
設
費
用
に

係
る
財
源
等
を
考
慮
し
取
り
組
む
。

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

③
大
里
幼
稚
園
と
馬
天
小
学
校
を
整
備

す
る
計
画
を
市
の
財
源
状
況
等
も
踏

ま
え
て
検
討
し
た
結
果
、
優
先
順
位

の
高
い
大
里
幼
稚
園
を
先
に
事
業
実

施
。
先
送
り
し
た
馬
天
小
学
校
の
事

業
着
手
、
完
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
財
政
状
況
や
、
学
校
施
設
の
長

　
寿
命
化
対
策
等
を
見
き
わ
め
な
が
ら

対
応
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
一
番
い
い
補
助
メ
ニ
ュ
ー
、
補
助
率

も
探
し
て
や
っ
て
い
く
。
そ
れ
で
も
足

り
な
け
れ
ば
市
の
ほ
う
で
も
や
っ
て
い

く
。

　
耐
力
度
調
査
の
結
果
と
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
伺
う

●
農
林
水
産
部
長
　
森
山
　
紹
司

　
は
り
と
か
柱
は
問
題
な
い
と
判
断
さ

れ
て
い
る
が
、
一
部
ひ
さ
し
、
軒
下
や
手

す
り
等
に
ひ
び
割
れ
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
剥
離
が
進
ん
で
お
り
、
当
分
の
間
、
危

険
な
箇
所
は
除
去
を
行
い
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
塊
が
落
下
し
な
い
よ
う
対
策

を
講
じ
る
。
補
助
事
業
が
な
い
た
め
、
耐

用
年
数
の
残
存
期
間
を
見
据
え
な
が

ら
、
補
助
に
該
当
す
る
事
業
が
な
い
か

ど
う
か
調
整
し
て
い
く
。

補
助
の
な
い
事
業
に
合
併
特
例
債

を
活
用
す
る
こ
と
の
所
見
。

　 

市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
他
の
地
域
も
あ
る
の
で
答
え
づ
ら
い

部
分
。
た
だ
前
向
き
に
努
力
を
重
ね
る
。

　
聖
地
11
カ
所
の
保
守
、
保
全
状
況
と
、

今
後
の
継
承
に
つ
い
て
伺
う

答
　

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

　
10

カ
所
の
指
定
文
化
財
と
、
国
指
定

文
化
財
は
草
刈
り
な
ど
、
県
ま
た
市
指

定
は
、
管
理
者
に
補
助
金
を
交
付
し
年

間
通
し
て
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る

ウ
ロ
ー
カ
ー
周
辺
は
、
足
元
が
悪
く

滑
る
場
所
も
あ
り
、
仮
設
階
段
の
増

設
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

ま
た
玉
城
城
址
の
木
組
み

の
階
段
が
破
損
し
１
年
以

上
も
放
置
の
理
由
を
伺
う

　 

教
育
部
長
　
上
原
　
昇

　
令
和
２
年
度
予
算
に
斎
場
御
嶽
関
連

の
石
積
み
等
修
繕
費
で
、
対
応
出
来
る

か
確
認
し
ま
す
。
玉
城
城
址
の
階
段
は

修
繕
す
る

平
成
９
年
の
発
行
冊
子
が
あ
り
ま

す
が
、
今
後
、
作
成
す
る
方
向
は
な

い
か
伺
う

　 

企
画
部
長
　
當
眞
　
隆
夫

　
東
御
廻
り
関
連
に
つ
い
て
、
観
光
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
る
予
定

　
知
名
地
域
に
整
備
さ
れ
た
市
道
知
念

１
５
７
号
線
沿
い
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う

●
農
林
水
産
部
長
　
森
山
　
紹
司

　
幼
木
の
保
護
を
目
的
に
防
風
ネ
ッ
ト

が
設
置
さ
れ
、
事
業
完
了
か
ら
20

年
が

経
過
し
海
岸
側
の
防
風
ネ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
塩
害
等
に
よ
る
腐
食
の
激
し
い
箇

所
が
多
く
み
ら
れ
る
現
状
で
あ
り
ま
す

　
森
の
図
書
館
と
親
し
ま
れ
た
旧
知
念

図
書
館
の
建
物
が
、
非
常
に
危
険
な
状

況
と
感
じ
ま
す

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

　
文
化
課
が
管
理
し
、
出
土
遺
物
や
民

具
等
の
倉
庫
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
改
善
し
、
必
要

に
応
じ
周
囲
へ
の
立
ち
寄
り
の
規
制
を

検
討周

辺
に
10
年
以
上
放
置
さ
れ
た
ト
イ

レ
が
あ
り
衛
生
的
に
も
よ
く
な
い
と

思
う
が
撤
去
出
来
な
い
か
伺
う

　 

教
育
部
長
　
上
原
　
昇

　
撤
去
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

施
政
方
針
に
つ
い
て

質

東
御
廻
い
に
つ
い
て

質

団
体
営
農
地
保
全
整
備
事
業
に
つ
い
て

質

旧
森
の
図
書
館
に
つ
い
て

質

奥
武
公
民
館
建
設
に
つ
い
て

質質

質質

質

入
口
は
施
錠
し
て
お
り
、
内
部
へ
の

立
入
は
出
来
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る

答

危
険
箇
所
は
全
て
撤
去
し
た
い

答

次
の
と
お
り

答

補
助
事
業
が
な
い
か
調
整

答

答

聖
地
の
保
守
、
保
全
に
努
め
る

答

答答

答
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宮城  秋夫
議員

平田  康則
議員

①
学
校
が
臨
時
休
校
の
間
、
子
ど
も
達

の
受
け
皿
に
な
っ
た
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
（
以
下
学
童
ク
ラ
ブ
）
へ
の
支
援

策
を
伺
う

②
臨
時
休
校
の
間
、
学
童
ク
ラ
ブ
で
対

応
さ
れ
た
人
数
を
伺
う         

●
福
祉
部
参
事
　
宮
城
　
寛
志

①
特
別
支
援
員
の
派
遣
、
人
件
費
の
補

助
等

②
一
日
３
０
０
名
か
ら
４
０
０
名
の
子

供
た
ち
が
利
用
し
た

　
大
里
北
、
南
幼
稚
園
を
統
合
す
る
大

里
幼
稚
園
建
設
が
次
年
度
の
予
算
に
計

上
。
次
に
つ
い
て
伺
う

①
用
地
選
定
の
最
終
決
定
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

②
地
域
住
民
と
の
合
意
形
成

③
幼
稚
園
の
規
模

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

①
大
里
北
小
学
校
跡
地
へ
建
設
準
備
を

進
め
て
い
て
、
市
民
の
意
見
を
聞
い

た
う
え
で
、
庁
議
に
諮
り
遅
く
て
も

５
月
中
に
は
確
定
。

②
３
月
27

日
の
市
民
説
明
会
で
意
見
交

換
を
行
う

③
建
物
の
床
面
積
約
２
，
３
０
０
㎡
、
学

級
数
は
12

ク
ラ
ス

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
大
里
北
小
学
校
跡
地
に
統
合
幼
稚

園
。
南
地
区
の
受
け
皿
と
し
て
保
育
園

か
認
定
こ
ど
も
園
を
改
善
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
に
予
定

①
区
長
事
務
委
託
内
容

②
区
長
事
務
委
託
料
の
算
定
根
拠
及
び

見
直
し
時
期

③
区
長
事
務
委
託
料
の
近
隣
市
町
と
の

比
較
　
以
上
３
点
に
つ
い
て
伺
う

●
総
務
部
長
　
新
垣
　
聡

①
地
域
住
民
へ
の
通
知
、
伝
達
、
連
絡
等

の
周
知
他
８
項
目

②
75

％
を
均
等
割
、
15

％
を
世
帯
割
、

10

％
を
人
口
割
で
算
定
。
今
後
は
毎

年
見
直
す

③
単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
が
、
世
帯

数
で
除
し
た
金
額
は
近
隣
市
町
と
遜

色
な
い

※

他
に
大
里
南
小
学
校
周
辺
通
学
路
整

備
状
況
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し

た
。

　
県
内
発
生
の
豚
熱
は
、１
２
，３
８
１
頭

が
殺
処
分
さ
れ
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
養
豚
農
家
数
、
飼
育
頭
数
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
２
回
目

以
降
費
用
支
援
、
発
生
地
へ
の
支
援
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

●
農
林
水
産
部
長
　
森
山
　
紹
司

　
養
豚
農
家
は
25

戸
、
１
０
，
４
８
９
頭

で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
３
月
27

日
か
ら

４
月
２
日
に
行
う
予
定
で
す
。

　
２
回
目
以
降
の
接
種
費
用
支
援
は
検

討
し
ま
す
。

　
中
部
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
に
24

名
の
職

員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
住
環
境
悪
化
に
至
っ
た
背
景
、
県
要

請
後
の
状
況
、
今
後
の
市
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

　
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
事
業
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
が
、
ト
カ
ゲ
ハ
ゼ
保
全
や
社

会
情
勢
等
の
変
化
に
よ
り
、
事
業
化
さ

れ
ず
現
状
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
間
、
護
岸
や
新
開
か
ら
冨
祖
崎

を
結
ぶ
道
路
整
備
も
で
き
ず
、
土
砂
等

の
堆
積
物
の
移
動
、
水
辺
の
陸
化
、
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
等
に
よ
る
漂
着
ご
み
滞
留
等

に
よ
る
、
水
路
閉
塞
等
で
大
雨
時
に
は

集
落
内
で
冠
水
被
害
が
発
生
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
と
協
議
、
現
場
立
会
い
も
行
っ
て

い
ま
す
が
、
進
め
方
や
実
施
主
体
の
考

え
は
一
致
し
て
な
く
、
様
々
な
働
き
か

け
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
農
林
水
産
部
長
　
森
山
　
紹
司

　
山
手
農
地
か
ら
の
流
水
を
、
一
時
滞

留
さ
せ
て
放
流
す
る
な
ど
調
整
し
な
が

ら
共
に
考
え
て
い
き
た
い
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
市
農
水
部
、
県
を
含
め
解
決
に
向
け

努
力
を
早
急
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
防
災
関
連
器
具
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
維
持
、

更
新
時
の
助
成
を

⑵
各
地
の
途
絶
え
た
組
踊
や
歌
劇
等
を

市
事
業
で
復
活
さ
せ
て
は
ど
う
か

●
企
画
部
長
　
當
眞
　
隆
夫

　
区
長
会
と
意
見
交
換
し
新
た
な
助
成

金
創
設
を
検
討
し
た
い
。

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

　
市
全
体
の
途
絶
え
た
芸
能
等
に
つ
い

て
調
査
を
検
討
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
等
に
つ
い
て

質

豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
豚
コ
レ
ラ
）

対
策
に
つ
い
て

質

自
治
会
活
動
活
性
化
支
援
に
つ
い
て

質

中
城
湾
港
佐
敷
地
区
沿
岸
部
住

環
境
悪
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て

質

区
長
・
自
治
会
長
の
事
務
委
託

等
に
つ
い
て

質

大
里
幼
稚
園
の
建
設
に
つ
い
て

質

３
月
中
に
は
学
童
ク
ラ
ブ
に

給
付
で
き
る
予
定

答

市
民
の
意
見
を
聞
き
５
月
中
に

用
地
を
確
定

答

事
務
委
託
料
を
毎
年
見
直
す
方
針

答

４
月
２
日
ま
で
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
完
了
し
ま
す

答

早
急
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

答

新
た
な
助
成
金
の
創
設
を
検
討

し
て
い
き
た
い

答
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玉城　健
議員

　
畜
産
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変

厳
し
く
糞
尿
処
理
に
つ
い
て
は
い
く
つ

か
の
実
証
実
験
等
行
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
ま
だ
解
決
さ
れ
ず
こ
れ
か
ら
の

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

●
農
林
水
産
部
長
　
森
山
　
紹
司

　
糞
尿
処
理
に
つ
い
て
は
莫
大
な
経
費

が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
農
家
と
と
も

に
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
問
題
点
を
切
り
出

し
て
今
後
の
循
環
型
農
業
で
新
し
い
急

速
土
着
菌
増
殖
乾
燥
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

糞
尿
処
理
も
勉
強
し
な
が
ら
検
討
し
農

家
と
共
に
専
門
家
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
入
れ
て
今
後
ど
の
よ
う
に
対

処
し
て
い
く
か
練
に
練
っ
て
考
え
て
い

き
た
い
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
も
含
め
て
農

家
と
一
緒
に
な
っ
て
解
決
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
対

策
で
学
校
給
食
が
停
止
に
な
り
生
乳
の

行
き
先
が
な
く
な
り
酪
農
家
が
大
変
心

配
し
て
お
り
ま
す
。
現
状
と
対
策
を
伺

う
。

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

　
市
内
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
牛
乳

の
１
日
当
た
り
の
消
費
量
は
小
中
学
校

提
供
量
が
約
１
㌧
で
10

日
休
校
に
な
り

ま
し
た
の
で
約
10

㌧
、
金
額
に
し
て
約

２
８
６
万
円
と
試
算
さ
れ
ま
す
。

農
林
水
産
部
長
　
森
山
　
紹
司

　
ス
ト
ッ
プ
期
間
に
下
が
っ
た
分
に
つ

い
て
県
と
も
調
整
し
な
が
ら
補
助
適
用

で
き
な
い
か
要
請
し
て
い
き
た
い
。

　
尚
巴
志
を
含
め
久
高
島
、
斎
場
御
嶽
、

東
御
廻
り
な
ど
つ
な
が
り
の
深
い
我
が

市
の
市
長
の
復
旧
復
興
に
対
す
る
考
え

方
を
伺
う
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
首
里
城
は
第
二
尚
氏
金
丸
が
中
心
に

な
っ
て
お
り
第
二
尚
氏
の
墓
も
世
界
遺

産
に
な
っ
て
お
り
尚
巴
志
の
お
墓
「
天

山
陵
」
も
ち
ゃ
ん
と
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
南

城
市
民
も
子
供
達
も
関
心
を
高
め
南
城

市
す
ご
い
と
思
う
の
で
は
な
い
か
と
い

う
意
味
も
込
め
て
市
民
み
ん
な
で
一
緒

に
復
興
に
向
け
て
努
力
し
た
い
と
思
う

畜
産
振
興
に
つ
い
て

質

首
里
城
火
災
復
旧
復
興
に
つ
い
て

質

新
型
コ
ロ
ナ
休
校
に
よ
る

生
乳
影
響
に
つ
い
て

質

農
家
と
と
も
に
協
議
会
を

持
ち
な
が
ら
取
り
組
む

答

補
助
適
用
で
き
な
い
か

県
に
要
請
す
る

答

市
民
も
含
め
て
一
緒
に

努
力
し
た
い

答

前里  輝明
議員

　　
学
童
の
設
備
基
準
等
の
経
過
措
置
期

間
（
５
年
間
）
が
終
了
し
ま
す
。
令
和
２

年
度
か
ら
児
童
の
受
け
入
れ
や
学
童
運

営
に
影
響
が
な
い
か
伺
い
ま
す
。

１
、
待
機
児
童
が
発
生
し
な
い
か

２
、
児
童
支
援
員
の
配
置
状
況

３
、
小
規
模
運
営
に
な
る
学
童
に
対
し

て
の
支
援

●
福
祉
部
参
事
　
宮
城
　
寛
志

１
、
面
積
基
準
の
経
過
措
置
終
了
に
よ

る
待
機
児
童
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

２
、
市
内
25

学
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
は

補
助
員
を
含
め
１
１
９
人
で
す
。

３
、
経
営
的
な
相
談
や
助
言
等
を
密
に

行
い
学
童
の
代
表
者
を
交
え
て
調
整

し
て
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
多
子
世
帯
支
援
の
位
置
づ
け
を
子
育

て
支
援
の
中
で
明
確
に
し
て
少
子
化
対

策
と
し
て
も
重
点
的
に
取
り
組
む
必
要

性
が
あ
る
が
支
援
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　●
福
祉
部
参
事
　
宮
城
　
寛
志

　
市
独
自
の
支
援
策
は
実
施
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
国
の
制
度
に
基
づ
き
、
保
育

園
保
育
料
や
副
食
費
の
多
子
軽
減
、
児

童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当
の
加
算
を
行

い
今
後
、
先
進
事
例
に
学
び
な
が
ら
支

援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
所
得
向
上
に
向
け
て
推
進
す
る
地
域

循
環
型
農
業
の
取
り
組
み
内
容
と
畜
産

ふ
ん
尿
処
理
施
設
整
備
に
向
け
た
協
議

会
の
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　●
農
林
水
産
部
長
　
森
山
　
紹
司

　
畜
産
農
家
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
、

ふ
ん
尿
処
理
の
問
題
や
家
畜
排
せ
つ
物

の
利
用
促
進
等
、
関
係
農
家
も
含
め

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
担
い
手
育
成
に
繋

げ
る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
み
、
飼
料

用
さ
と
う
き
び
の
植
え
付
け
を
行
い
バ

ガ
ス
、
オ
ガ
コ
等
を
敷
料
と
し
て
再
利

用
し
堆
肥
化
す
る
ま
で
の
循
環
型
農
業

を
目
指
し
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

学
童
に
つ
い
て

質

施
政
方
針
に
つ
い
て

質

多
子
世
帯
に
つ
い
て

質

持
続
可
能
な
運
営
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
ま
す

答

必
要
性
を
確
認
し
前
向
き
に

支
援
を
検
討
し
ま
す

答

協
議
会
立
ち
上
げ
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
ま
す

答
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宮平  憲二
議員

知念  俊也
議員

　
久
高
島
の
観
光
振
興
と
久
高
島
の
伝

統
の
継
承
、
自
然
環
境
の
保
全
等
を
い

か
に
調
和
を
図
る
か
大
き
な
課
題
で
す
。

①
久
高
島
の
観
光
振
興
と
「
神
の
島
」
と

し
て
の
久
高
島
の
兼
ね
合
い
及
び
方

向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
入
島
税
等
の
検
証
結
果
を
伺
い
ま

す
。

③
観
光
の
玄
関
口
で
あ
る
徳
仁
港
前
の

道
路
転
落
防
止
柵
修
繕
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

●
企
画
部
長
　
當
眞
　
隆
夫 

①
久
高
島
の
独
特
な
地
域
の
歴
史
や
文

化
と
の
兼
ね
合
い
を
考
え
、
島
に
ふ

さ
わ
し
い
観
光
振
興
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

②
現
在
の
と
こ
ろ
入
域
料
で
検
討
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

③
県
か
ら
令
和
２
年
度
予
算
で
修
繕
す

る
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
大
里
中
学
校
は
校
舎
の
改
築

及
び
改
修
中
で
、
室
外
の
体
育
の
授
業

及
び
部
活
は
代
替
の
内
原
公
園
及
び
大

城
運
動
広
場
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
工
事
が
完
成
す
る
令
和
３
年
半

ば
ま
で
の
生
徒
の
安
全
な
送
迎
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①
教
育
委
員
会
が
責
任
を
持
っ
て
、
安

全
な
送
迎
を
行
う
べ
き
だ
と
思
う
が

如
何
か
。

②
内
原
公
園
の
倉
庫
を
体
育
用
具
の
保

管
庫
と
し
て
中
学
校
が
借
用
で
き
な

い
か
。

③
内
原
公
園
使
用
に
伴
う
安
全
な
グ
ラ

ン
ド
の
維
持
、
除
草
に
つ
い
て
。

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

①
体
育
の
授
業
に
支
障
の
な
い
よ
う

に
、
幼
稚
園
バ
ス
の
空
き
時
間
を
有

効
に
活
用
す
る
方
向
で
考
え
て
お
り

ま
す
。
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
に
お
い
て
配
慮
し
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

②
倉
庫
が
活
用
で
き
る
よ
う
、
確
保
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉 

③
教
育
部
と
調
整
、
確
認
し
た
上
で
対

応
し
て
い
き
ま
す
。 

①
豚
熱
発
生
に
お
け
る
対
応
・
対
策

②
循
環
型
農
業
委
託
事
業
に
つ
い
て

③
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
店
舗
統
廃
合
に
つ
い
て

●
農
林
水
産
部
長
　
森
山
　
紹
司

①
県
は
発
生
地
よ
り
10

キ
ロ
圏
内
の
２

カ
所
、
北
中
城
村
、
北
谷
町
で
消
毒
ポ

イ
ン
ト
を
設
け
、
関
係
車
両
の
消
毒

を
行
い
ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
、
北

部
や
南
部
へ
の
蔓
延
を
防
ぐ
対
策
実

施
。
市
は
、
各
農
家
へ
消
石
灰
や
消
毒

液
の
配
布
を
実
施
。
処
分
地
に
お
い

て
は
、
農
家
の
敷
地
内
が
基
本
で
あ

る
が
、
な
い
場
合
、
市
と
し
て
指
定
土

地
が
４
筆
あ
る
。

②
畜
産
農
家
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
ふ

ん
尿
処
理
問
題
、
家
畜
排
せ
つ
物
の

利
用
促
進
等
、
関
係
農
家
を
含
め

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
担
い
手

や
産
業
振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
飼
料
用
さ
と
う
き
び
の
植

え
つ
け
を
行
い
、
バ
ガ
ス
、
オ
ガ
コ
等

を
飼
料
と
し
て
再
利
用
し
、
堆
肥
化

す
る
ま
で
の
循
環
農
業
を
目
指
し
、

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
く
。

③
経
営
健
全
化
を
再
検
討
を
理
由
に
、

組
合
員
の
合
意
形
成
が
得
ら
れ
な
い

中
、
統
廃
合
を
強
引
に
打
ち
出
し
た

こ
と
は
、
市
と
し
て
も
懸
念
し
て
い

る
。
地
域
の
身
近
な
組
合
と
な
る
よ

う
、
継
続
を
要
請
し
て
い
く
。

①
地
元
業
者
優
先
指
名
要
請
あ
る
中
、

地
元
業
者
の
定
義
を
伺
う
。

②
本
市
に
お
い
て
、
本
社
又
は
代
表
者

が
本
市
出
身
者
で
あ
り
、
本
市
居
住

の
土
木
Ａ
ラ
ン
ク
社
数
。

③
過
去
２
年
間
、
糸
満
市
、
豊
見
城
市
、

那
覇
市
、
浦
添
市
に
お
け
る
南
城
市

に
本
社
が
あ
る
土
木
Ａ
ラ
ン
ク
業
者

の
指
名
件
数
。

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

①
地
元
業
者
の
育
成
の
必
要
性
や
地
域

に
密
着
し
た
貢
献
等
も
勘
案
し
、
受

注
機
会
の
確
保
を
図
る
観
点
等
か
ら

指
名
競
争
入
札
を
採
用
。
地
元
に
本

社
が
あ
る
業
者
に
加
え
、
災
害
時
の

対
応
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い

る
商
工
会
建
設
部
会
の
業
者
も
、
地

元
業
者
と
し
て
い
る
。

②
本
社
又
は
代
表
者
が
本
市
出
身
者
で

あ
り
、
か
つ
土
木
Ａ
ラ
ン
ク
の
登
録

事
業
者
数
は
10

社
。
代
表
者
の
本
市

の
居
住
の
有
無
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
な
い
。

③
４
市
過
去
２
年
間
に
お
い
て
、
土
木

Ａ
ラ
ン
ク
の
業
者
の
指
名
実
績
は
な

い
。

　
今
後
、
意
見
交
換
し
、
実
態
把
握
を
し

な
が
ら
、
適
時
改
善
を
し
て
い
く
。

「
神
の
島
」
久
高
島
の
観
光
振
興

に
つ
い
て

質

農
業
取
組
み
に
つ
い
て

質

指
名
入
札
に
つ
い
て

質

大
里
中
学
校
の
体
育
と
部
活
で
使
用

す
る
内
原
公
園
及
び
大
城
運
動
広
場

へ
の
生
徒
の
送
迎
等
に
つ
い
て

質

島
に
ふ
さ
わ
し
い
観
光
振
興
の

あ
り
方
を
検
討
し
ま
す

答

対
策
・
推
進
す
る

答

意
見
交
換
し
て
い
く

答

体
育
の
授
業
に
支
障
の
な
い
よ

う
に
対
応
し
、
部
活
動
に
つ
い
て

も
教
育
委
員
会
に
お
い
て
配
慮

し
て
い
き
ま
す
。

答

南城市議会だより  No.57 16

一般質問 令和２年（2020年）３月定例会号



島袋  裕介
議員

　
老
朽
化
が
進
み
使
用
で
き
な
い
施

設
、
公
有
財
産
に
つ
い
て
早
期
に
対
応
・

利
活
用
が
出
来
て
い
れ
ば
歳
入
確
保
が

見
込
め
た
の
で
は
な
い
か
伺
う
。

①
老
朽
化
し
て
い
る
建
物
施
設
の
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

②
建
物
施
設
の
維
持
管
理
・
修
繕
費
に

つ
い
て
伺
う
。

③
閉
館
・
空
き
地
に
な
っ
て
い
る
公
有

財
産
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

●
総
務
部
長
　
新
垣
　
聡

①
施
設
ご
と
に
経
過
年
数
と
耐
用
年
数

か
ら
求
め
た
老
朽
化
度
に
よ
り
評
価

と
現
地
調
査
に
よ
る
評
価
に
よ
り
現

状
を
把
握
し
て
い
る

②
所
管
す
る
部
署
で
対
応
。
大
規
模
な

修
繕
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
補

正
予
算
で
、
緊
急
性
が
高
け
れ
ば
予

備
費
で
対
応

③
市
の
政
策
と
図
り
な
が
ら
売
却
も
含

め
て
公
有
財
産
の
利
活
用
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す

①
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
主
な
行
財
政

改
革
に
つ
い
て
今
後
の
課
題
を
伺
う
。

②
行
財
政
改
革
に
お
い
て
歳
入
の
確

保
、
歳
出
を
削
減
し
て
い
く
た
め
の

今
後
の
取
り
組
み
、
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

③
財
政
調
整
基
金
の
見
通
し
に
つ
い
て

伺
う
。

●
総
務
部
長
　
新
垣
　
聡

①
令
和
３
年
度
以
降
は
合
併
に
伴
う
優

遇
措
置
が
終
了
し
て
い
き
ま
す
が
、

行
政
需
要
は
ま
だ
ま
だ
旺
盛
な
こ
と

か
ら
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
歳
入
に
つ
い
て
は
市
税
等
の
納
税
意

識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
企
業
誘

致
や
公
有
財
産
の
有
効
活
用
に
よ
り

財
源
の
確
保
に
努
め
、
歳
出
に
つ
い

て
は
老
朽
化
の
進
行
に
伴
う
公
共
施

設
の
維
持
管
理
費
等
の
増
加
が
財
政

を
圧
迫
す
る
事
が
予
想
さ
れ
る
事
か

ら
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
民
間
活
力

を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
で
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
財
政
負

担
の
軽
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

③
令
和
２
年
度
末
に
は
約
15

億
円
に
な

る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

質

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

質

早
急
に
統
廃
合
等
に
つ
い
て
検
討

答

更
な
る
行
財
政
改
革
に
努
め
る

答

上地  寿賀子
議員

　
安
心
安
全
な
学
校
給
食
の
提
供
は
基

本
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
き
ま
し

て
は
学
校
給
食
に
異
物
混
入
が
発
生
し

て
お
り
、
安
心
安
全
な
学
校
給
食
の
提

供
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
伺
う
。

①
直
近
２
年
間
（
平
成
30
年
度
、
平
成
31

年
度
〜
現
在
）
ま
で
の
異
物
混
入
の

件
数
、
内
容
に
つ
い
て

②
異
物
混
入
発
生
後
の
改
善
対
策
に
つ

い
て

③
保
護
者
、
市
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇
　

　
平
成
30

年
度
15

件
、
今
年
度
は
２
月

末
現
在
10

件
で
小
バ
エ
や
毛
髪
等
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
教
育
長
　
上
原
　
廣
子
　

　
給
食
セ
ン
タ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
改
訂

の
必
要
は
な
い
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏
　

　
保
護
者
の
方
々
に
説
明
責
任
を
果
た

し
て
い
く
。

　
Ｎ
バ
ス
運
行
に
伴
い
中
学
校
通
学
バ

ス
が
廃
止
と
な
り
、
市
内
中
学
校
ま
で

Ｎ
バ
ス
通
学
に
よ
り
バ
ス
賃
が
以
前
と

比
べ
約
２
倍
と
負
担
増
に
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
バ
ス
賃
助
成

や
通
学
バ
ス
の
復
活
が
で
き
な
い
か
。

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

　
公
正
公
平
の
観
点
か
ら
、
一
部
地
域

の
生
徒
を
対
象
に
助
成
や
復
活
す
る
こ

と
は
厳
し
い
。

　
４
地
区
中
学
校
の
女
子
制
服
デ
ザ
イ

ン
を
統
一
し
、
再
利
用
し
や
す
い
方
法

が
な
い
か
。 

①
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
し
、
リ
ボ
ン
の
色

で
地
区
の
区
別
が
で
き
な
い
か
。

②
刺
繍
の
名
前
を
、
取
り
外
し
名
札
に

変
更
で
き
な
い
か
（
男
女
と
も
）

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇
　

　
今
後
、
選
択
制
等
も
考
え
ら
れ
、
地

域
、
保
護
者
で
十
分
議
論
を
行
っ
た
後

の
対
応
に
な
る
。
名
札
に
し
た
場
合
つ

け
忘
れ
や
紛
失
、
破
損
等
が
予
想
さ
れ

再
購
入
費
用
の
発
生
な
ど
が
課
題
。
保

護
者
の
意
見
を
集
約
し
て
、
希
望
制
に

す
る
の
か
も
含
め
た
判
断
に
な
り
、
リ

ユ
ー
ス
の
視
点
か
ら
制
服
デ
ザ
イ
ン
統

一
に
つ
い
て
意
見
も
あ
る
の
で
、
生
徒

や
各
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
希
望
、
要
請
が
あ

れ
ば
可
能
と
い
う
考
え
。

学
校
給
食
の
異
物
混
入
に
つ
い
て

質

通
学
バ
ス
の
助
成
に
つ
い
て

質

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
し
や
す
い

中
学
校
制
服
の
デ
ザ
イ
ン
統
一

に
つ
い
て

質

平
成
30
年
度
15
件
、
今
年
度

10
件
の
異
物
混
入

答

保
護
者
の
意
見
や
生
徒
、
各
地
区

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
希
望
、
要
請
が
あ
れ
ば
可
能

答

助
成
や
復
活
は
厳
し
い

答
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新里　嘉
議員

吉田　潤
議員

　
認
定
こ
ど
も
園
移
行
も
視
野
に
い
れ

た
大
里
地
域
の
今
後
の
施
設
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
市
の
方
向
性
、
方
針
に
つ
い
て

②
認
定
こ
ど
も
園
（
統
合
１
園
）
と
し

て
考
え
る
と
、
大
里
地
域
の
中
央
部
、

農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
付
近
で
も
用
地

確
保
が
可
能
で
は
な
い
か
、
今
一
度

認
定
こ
ど
も
園
を
仮
定
と
し
て
用
地

選
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
答
申
を

受
け
て
か
ら
事
業
を
進
め
る
事
が
最

善
で
は
と
思
い
ま
す
が
、
所
見
を
伺

う
。

●
市
長

　瑞
慶
覧

　長
敏

①
幼
稚
園
統
合
に
関
し
て
は
答
申
に
基

づ
い
て
統
合
し
、
場
所
に
つ
い
て
は

選
定
委
員
会
の
意
見
を
受
け
て
、
大

里
北
小
学
校
跡
地
に
す
る
。
そ
こ
に

目
途
が
つ
い
た
ら
南
の
方
は
ど
う
す

る
か
と
い
う
議
論
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
南
地
区
の
方
に
保
育
関
連
施
設

を
作
り
た
い
（
誘
致
し
た
い
）
意
向

を
持
っ
て
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
長
い
経
緯
を
踏
ま
え
て

の
選
定
委
員
会
の
意
見
、
待
機
児
童

問
題
、
大
里
南
幼
稚
園
の
老
朽
化
等
、

総
合
的
な
判
断
を
考
え
る
と
、
ま
た

用
地
選
定
に
戻
す
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
と
思
う
、
こ
の
方
向
で
説
明

会
で
も
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
き
た

い
。

　
大
里
北
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

設
置
等
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

●
教
育
部
長

　上
原

　昇

　
大
里
北
小
学
校
周
辺
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
ゾ
ー
ン
30

や
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
表
示
に
つ
い
て
業
者

よ
り
見
積
も
り
等
を
徴
集
し
、
設
置
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
回
は
安
全
対
策
用
の
看

板
の
設
置
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

引
き
続
き
表
示
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

＊
他
、
公
共
施
設
統
廃
合
等
の
質
問
も

行
う
。

①
市
長
の
施
政
方
針
に
家
庭
児
童
相

談
員
を
増
員
し
、
養
育
支
援
及
び
女
性

相
談
員
も
含
め
市
内
の
子
ど
も
が
安
心

し
て
育
つ
環
境
の
充
実
強
化
体
制
に
努

め
る
中
で
、
児
童
相
談
員
を
何
人
増
員

し
女
性
相
談
員
は
何
人
で
、
更
に
は
養

育
支
援
の
具
体
的
な
説
明
を
伺
い
ま
す
。

●
福
祉
部
長

　城
間

　み
ゆ
き
　

　
家
庭
児
童
相
談
員
は
１
人
増
員
し
３

人
体
制
で
女
性
相
談
員
は
１
人
で
養
育

支
援
は
出
産
や
育
児
に
不
安
が
あ
る
家

庭
に
訪
問
し
適
切
な
養
育
が
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。

②
沖
縄
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
と
こ
れ
ま
で
の
連
携
と
今
後
の

連
携
を
伺
い
ま
す
。

●
教
育
部
長

　上
原

　昇

　
各
小
中
学
校
の
英
語
の
教
育
担
当
者

１
名
と
指
導
主
事
及
び
英
語
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
計
15

名
で
南
城
市
キ
ャ
ン
パ

ス
の
視
察
研
修
、
次
年
度
は
、
授
業
見
学

や
本
市
の
中
学
生
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
を
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
の
参
加
依
頼
や
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
職
員
を
審

査
員
と
し
て
招
聘
す
る
な
ど
、
考
え
て

お
り
ま
す
。

③
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
取
り
組

む
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
今
後
普
通
交

付
税
が
一
本
算
定
で
減
少
、
基
金
残
高

も
減
少
、
更
に
は
一
括
交
付
金
の
期
限

が
き
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ

る
中
で
財
政
調
整
基
金
が
３
年
間
で
22

億
２
百
28
万
５
千
円
取
り
崩
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
財
政
計
画
だ
と
、
３
年

で
は
財
政
調
整
基
金
は
底
を
つ
き
健
全

な
財
政
運
営
が
で
き
な
く
な
り
、
将
来

に
禍
根
を
残
す
、
今
、
求
め
ら
れ
る
の

は
、
ま
ず
は
、
自
主
財
源
を
増
や
す
こ
と

を
優
先
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

●
市
長

　瑞
慶
覧

　長
敏

　
持
続
可
能
な
発
展
を
遂
げ
る
大
き
な

視
点
を
持
ち
な
が
ら
自
主
財
源
を
増
や

す
こ
と
に
最
優
先
に
考
え
て
い
ま
す
。

大
里
幼
稚
園
統
合
事
業
関
連
に

つ
い
て

質

児
童
生
徒
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

質

施
政
方
針
に
つ
い
て

質

方
針
案
を
理
解
し
て
頂
き
進
め

て
い
く

答

養
育
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す

答

職
員
を
審
査
員
と
し
て
招
聘
す
る

こ
と
な
ど
、
考
え
て
お
り
ま
す

答

引
き
続
き
努
力
し
て
い
く

答

最
優
先
に
考
え
て
い
ま
す

答
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森山  悟
議員

①
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
に
つ
い
て

伺
う
。

②
学
校
の
給
食
残
り
物
の
量
、
処
理
に

つ
い
て
伺
う
。

③
給
食
の
安
全
性
に
つ
い
て
伺
う

④
南
城
市
給
食
で
の
材
料
地
元
食
材
の

使
用
に
つ
い
て
伺
う
。

⑤
自
然
災
害
時
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

●
教
育
部
長

　上
原

　昇

①
平
成
27

年
度
よ
り
調
理
業
務
委
託
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
公
募
を
行
い
、
今

回
も
前
回
同
様
に
業
者
を
選
定
し
、

契
約
を
行
う
。

②
残
飯
の
学
校
全
体
の
量
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
約
２
万
４
，
０
０
０
リ
ッ

ト
ル
、
１
日
あ
た
り
平
均
１
３
０

リ
ッ
ト
ル
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

③
文
科
省
の
学
校
給
食
安
全
基
準
書
に

基
づ
き
運
営
を
行
う
。

④
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
か
ら
贈
呈
さ
れ
る
、

食
材
を
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ

て
、
地
元
食
材
を
使
用
す
る
事
を
心

が
け
て
い
る
。

⑤
令
和
２
年
度
か
ら
、
台
風
時
登
下
校

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
家
庭
用
）
を
作
成
し
、

そ
の
様
に
対
応
す
る
。

①
今
の
南
城
市
で
の
家
畜
排
せ
つ
物
の

処
理
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

②
今
後
、
南
城
市
で
は
地
域
循
環
型
バ

イ
オ
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い

て
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

③
今
後
南
城
市
に
お
け
る
畜
産
に
お
け

る
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
農
林
水
産
部
長

　森
山

　紹
司

①
乳
用
牛
、
肉
用
牛
、
養
豚
、
ヤ
ギ
な
ど

の
畜
種
に
よ
っ
て
処
理
方
法
が
違

い
、
推
肥
化
し
、
牧
草
地
や
農
地
に
還

元
し
て
い
る
状
況
で
す
。

②
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
導
入
に
つ

い
て
は
コ
ス
ト
面
で
高
額
に
な
る
事

か
ら
、
農
地
還
元
が
最
適
な
方
法
だ

と
考
え
る
。

③
循
環
型
農
業
を
推
進
し
、
沖
縄
県
と

連
携
し
、
広
域
的
に
取
組
、
生
産
者
側

の
問
題
解
決
に
取
組
で
行
く
。
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　令和元年第６回南城市議会定例会において可決された、中城湾港佐敷地区沿岸部の住環境悪化

への対応を求める意見書及び要請決議を直接提出するため、1月30日（金）国吉昌実議長をはじ

め5名の議員が沖縄県庁及び沖縄県議会を訪問しました。沖縄県庁では瑞慶覧長敏南城市長らと

共に意見書を手交し、その後、沖縄県議会議長へ要請決議を提出し、佐敷地区沿岸部の住環境が

悪化している現状を訴え、早期に改善されるよう要請いたしました。

議会活動・委員会活動

総務福祉
委 員 会

産業教育
委 員 会

発委

第10・11号

中城湾港佐敷地区沿岸部の住環境悪化への

対応を求める意見書・要請決議を提出

閉会中の継続調査

　調査事件①財政課題について

　　　　　②今後の子育て政策について

　　　　　③自然災害について

　　　　　④公共交通再編について

　　　　　⑤認定こども園について

閉会中の継続審査

慎重審議を要するため、以下の陳情案件を継続審査としました。

①陳情第１号　本土と沖縄の医療格差の是正を求める意見書の採択を求める陳情書

②陳情R1第 35 号　若年がん患者の在宅療養支援を求める要請書

閉会中の継続調査

　調査事件①財政課題について

　　　　　②自然災害について

　　　　　③教育環境について

　　　　　④公営住宅について

閉会中の継続審査

慎重審議を要するため、以下の陳情案件を継続審査としました。

①陳情R1第 40 号　公営住宅の入居に保証人を不要とする条例改正等を求める陳情書
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　２月13日（木）、14日（金）、市議会では３月の議会定例会で行う予算審査を前に現場調査を

行いました。

　令和２年度実施事業予定地や令和元年度完了事業の確認と継続事業の進捗状況の確認を行い、

予算の適正な使い方を議会で審議するため、２日間で25箇所の調査を行いました。

　平成19年11月20日から平成28年3月3日までの10年間28件、金額にして5,461,331円の損

害賠償請求に対する和解及び損害賠償額の決定という市長による専決処分が、令和２年３月２日

に議会に報告された。

　南城市議会は地方自治法第180条第1項（以下、法という）の規定により、平成18年３月７日、

条例「専決処分事項の指定について」（以下、条例という）を議決し制定した。これは法が明確

に示している「議会の権限に属する軽易な事項」を市長に委任するものである。条例第１項第５

号に指定した「法律上市の義務に属する損害賠償で1件100万円以下のものに係る和解及び損害

賠償の額の決定に関する事項について」に基づき、市長は専決処分したものと理解するが、法第

２項は専決処分後に議会に報告しなければならないと定めている。報告の時期について法は規定

していないが、「原則としてできるだけ速やかに行うべきものであることはいうまでもない」と『逐

条地方自治法』（学陽書房刊）にある。

　それを10年も気付かずに議会への報告を怠ってきたことは法令に基づき業務を遂行する地方公

共団体としてあってはならないことである。市の考え方を問い提出された資料では「市としては、

職員が公務執行上起こした交通事故で、損害賠償が伴う軽微な件について、示談の成立をみるよ

うな場合は議会の議決を経る必要はないと地方自治法の解釈に違いがありました。地方財務実務

提要の「軽微な交通事故の示談と議会の議決の要否」からすると、法律上はいかなる軽微な件で

あっても議会の議決を要することになっていますので、今後は地方自治法の規定を遵守し、適正

な事務処理に努めます」とある。

　当該事項は条例での指定以降、市長の権限に属する事項であるが、本来は議会の権限に属する

事項であったことを忘れず、今後は適切に専決処分後の直近の議会で報告するよう求めると同時

に、市の業務全般について法令遵守を基本に点検し正すべきは正すよう強く求める。

以上、決議する。

南城市議会

３月23日

あて先　　南城市長

予算審議に係る現場視察調査

専決処分の報告に係る決議

さくら保育所創設事業 通学路における交通安全事業

（嶺井土改１号～高俣線）

海野漁港背後用地整備事業 南城市新規就農一貫支援事業

査現 場 調 査現 場 調
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　令和2年度　南城市一般会計予算10款4項1目の「大里幼稚園建設事業」に係る9273万6千円については、大里地区に

ある大里北幼稚園と大里南幼稚園の統廃合に向けての基本設計・実施設計・造成設計等に係る費用であるが、定例会での

審議の中で多様な議論が交わされました。

　議論を集約すると、①大里北小学校跡地への建設ありきで議論が進行しており大里南地区の市民からは遠くになること。

②大里南地区の皆さんのために新たな保育園を誘致することを検討していること。この2点が大きな論点であると考えら

れます。

　幼稚園の統廃合は、南城市の合併後、行財政改革の中で進んできており、玉城地区では3地区の幼稚園を統合する際、

反対意見もある中、市民の理解を得て地区の中央にある玉城幼稚園に決まった経緯があります。

　今回の大里地区も統合の計画で進んできたものの、土地の確保が困難なことから、これまで進まなかった経緯もあります。

　市長が発言した、大里農村改善センターの駐車場を活用することが可能であれば、当地への統合、建設を進めることで

2つの論点は解決されるものと思われます。そもそも今回の予算計上は、南城市立幼稚園統廃合検討委員会の答申を受けて、

大里地区の幼稚園統廃合に向けての予算であるはずが、議会の議論では、答弁の訂正も含め混乱をきたし、北地区に統合

する幼稚園、南地区にももう一園誘致する方針が市長から示されました。

　統合して１園にするための予算を計上しておきながら、2園建設の可能性も表明するという事では、市民の混乱を招き

かねませんし、市の方針に対する信頼性が保てず、市民理解も得難いのではないかと危惧されます。

長年の課題であった、大里地区の幼稚園統廃合に向けて事業がスタートすることについて一定の理解はしますが、一方、

馬天小学校の改築計画は財政難を名目に白紙になっています。今後の「大里幼稚園建設事業」方針を明確に示し、市民と

の意見交換を十分に行い、市民の理解を得て、市民との合意形成を確立したうえで予算執行に当たるよう付帯決議する。

以上決議する。

令和2年3月23日

南城市議会

　本予算の、歳出10款4項1目幼稚園費において、11節役務費及び12節委託料合わせて9千2百73万6千円の大里幼稚

園建設事業費が計上されています。

　これは、大里地域の市立幼稚園の統廃合について諮問を受けた南城市立幼稚園統廃合検討委員会が、統廃合することを

可とする答申を出した事で決定した、大里南北幼稚園統合の為の予算であります。

大里地域の幼稚園統合は、老朽化著しい大里南幼稚園の問題解決や、多様化する子育てニーズ対応への期待も大きい反面、

建設場所や市立幼稚園の公私連携型認定子ども園移行方針案に関しての不安もまた同様に存在します。

　多額の予算を投じる事業において、特に、待ったなしである幼少期の子ども達の教育・保育の環境整備事業である事か

らしても、後々後悔を招くようなものにしてはならず、本予算を執行するにあたっては、慎重の上にも慎重を要するよう

強く求めます。

　平成28年7月22日に提出された南城市立幼稚園統廃合検討委員会の答申書には、統廃合に向けて重点的に配慮すべき

事項が8点明記されており、その中には大里地域の今後の人口増加を見据えた充分な敷地・規模の確保や有料送迎バスの

配置等が挙げられています。それらを踏まえ、今後の市の方針案にも繋がる以下の事項について付帯決議を付します。

　
記

１、建設用地については、旧大里北小学校跡地以外の可能性も排除せず、市民意見や要望の中から新たな解決策を見出す

努力を続けること。

２、包括業務委託等、民間活力の導入を推進する本市において、大里幼稚園建設についても、建設費やその後の運営費に

おいて有利と思われる民設民営型を取り入れられないか検討すること。

３、建設地によっては、登降園時の幼稚園バス運行について意見を聴き検討すること。

４、公立を１園のみとする場合には、地域バランスを考慮して決めること。

５、大里南北幼稚園の統合と市立幼稚園の公私連携型認定子ども園移行について、そのどちらも子どもの利益を最優先に

進めること。

南城市議会

令和2年3月23日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和２年度南城市一般会計予算に対する付帯決議

令和２年度南城市一般会計予算に対する付帯決議
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　道路は、地域のまちづくりの骨格を形成し、人々の暮らしや地域社会、経済の活動を支える社会基

盤として、時代のニーズに対応して改良、整備が求められる最も重要な社会資本である。

本市は、平成18年１月１日に４町村合併により誕生し、新市としての一体的なまちづくりを支える幹

線道路網の整備・強化に取り組み、これまで地域高規格道路「南部東道路」の整備促進を図るとともに、

関連市道整備を重点的に行ってきた。

　南部東道路においては、那覇空港自動車道への直接乗り入れの事業化が認められ、令和元年度の予

算は対前年度比39％の増となり、沖縄本島南東部への人と物の交流・迅速化による地域経済の好循環

化と地域振興を担う役割、重要度は大きく増している。

　一方、関連市道整備は、平成24年度に創設された沖縄振興公共投資交付金（ハード交付金）を活用し、

南部東道路のICと国道・県道及び主要広域拠点施設等を結ぶ道路として整備を進めてきたが、近年、

その交付決定額は、要望額の約40％～ 50％にとどまり、令和２年度の内示額は28％に落ち込み、関

連市道整備の完了時期は、全く見通せない状況に陥っている。

　本市においては、昨年10月１日から県内初で国土交通大臣の認定を受けた「地域公共交通再編計画」

に基づき、民間バス３社と連携した抜本的な市内公共交通の再構築（市内線バスの運行など）も始まり、

また次年度には南部東道路（４工区）の供用開始や南部広域行政組合（３市３町）の被覆型一般廃棄

物最終処分場（美らグリーン南城）が全面供用開始する予定であり、その他様々な民間開発や企業誘

致にも多大な影響を及ぼすことが懸念されている。

　沖縄振興公共投資交付金（ハード交付金）は、沖縄の実情に即してより的確かつ効果的に施策を展

開するため、沖縄振興に資する事業を県が自主的な選択に基づいて実施できるものであり、県土の均

衡ある発展と共に特色ある地域振興に寄与するものである。

　よって、沖縄県（沖縄県議会）においては安定的な道路整備財源の確保及び本市における市道整備

の実情やその必要性及び緊急性を認識され、道路整備に必要な予算の措置について格段の配慮をされ

るよう、強く要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。（以上、決議する。）

令和２年３月23日

沖縄県南城市議会

あて先

（意 見 書）沖縄県知事

（要請決議）沖縄県議会議長

道路整備事業に必要な予算確保を求める意見書・要請決議
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市内の風景や自然、おすすめのスポットなど、
南城市の魅力をアピールできる写真を募集します。

　皆様の自慢の写真をお待ちしています。

▶ 応募作品は返却しないものとします。

▶ 応募作品は未発表のものに限り、他のコンテスト等と二重応募は不可とします。

▶ 応募者ご本人で撮影したもので、一切加工を施していないものに限ります。

▶ 応募作品の所有権、複製等全ての著作権は南城市議会事務局に帰属するとともに、

南城市議会事務局が行う全ての活動で使用できるものとします。

▶ 人物が写り肖像権が発生した場合、南城市議会事務局ではその責任を負いかねます。

（人物が撮影されている場合は、応募者が責任をもって被写体ご本人に確認を行い、

肖像権について承諾を得てください。）

宛先・お問合せ先：南城市議会事務局

E-mail gikai@city.nanjo.okinawa.jp　TEL 098-917-5405　FAX 098-917-5438

応募作品は、下記アドレスへ送信をお願いします。メール本文に
タイトル、住所、氏名、電話番号、撮影場所、撮影年月日をご記
入の上、送信して下さい。記載された個人情報は、応募作品に関
する問合わせ等、必要な範囲内で使用します。

　「市議会だより」について、
ご意見・ご感想・ご要望をお
待ちいたしております。下記
までお寄せください。

　皆様が選んだ代表がどのような活動をし、
どのような発言をしているのか、自分の目で
見て、聞いて確認してみませんか。市政を知
る良い機会です。
　次回の定例会は６月に召集される予定です。

宛先・お問合せ先：南城市議会事務局

〒901-1495　沖縄県南城市佐敷字新里1870番地
E-mail　gikai@city.nanjo.okinawa.jp

TEL 098-917-5405　FAX 098-917-5438

ご意見・ご感想
あなたも市議会を

傍聴してみませんか？

検索南城市議会情報

応募
方法

お写真

待ってます

表紙写真募集

記

編

集

後
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